諸原理：（６）必然性とそのせめぎ合い（その２）－「資本と国家」序説（その７） by 岡林 茂
 諸原理：（6）必然性とそのせめぎ合い（その 2） 
――「資本と国家」序説（その７）―― 
 
岡 林  茂＊ 
 





What is given by “the capital” is deprived by “the capital”. But sometimes, “Inevitability of integrated 
into capitalist society”( = “A”) transforms into “Natural historical inevitability of integrated in the 
history of mankind” ( = “B”)  and in this case, usually, “A” is surmounted by the “B”. I want to continue 
approaching steadily to the real aspect of the entangled state. However, first of all, in this paper, I will 
focus attention on many slight gaps between “the misery” of the common people in Japan and their 
actual sense. We will watch the possibilities of the future which is conceived in the gaps. 
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る。「下」に関しても昭和 39 年（1964 年）～平成




































































































































































































































































































































































































































































































































































後第 1 循環から 1954 年 11 月の第 2 循環までを「戦後復興期」、
1954 年 11 月に始まる神武景気（第 3 循環）から 1975 年 3 月
までの第 7 循環まで（狭義には第 1 次オイルショックに端を発
する列島改造景気の終焉時の 1973 年 11 月まで）を「高度成長
期」、1975 年 3 月に始まる安定成長景気（第 8 循環）から 1993
年 10 月までの第 11 循環まで（狭義には平成バブル景気終焉時


































部解禁された。その後、90 年代後半から 2000 年代前半にかけ
て派遣が原則自由化され、製造派遣も含め派遣労働者が大幅に
増加するとともに、雇用の階層的・身分的序列が目に見えて強
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よる労災認定は 02年度に 160人にのぼったが、14年ぶりに 100
人を割った。ただ、過労死・過労自殺（同）をあわせた認定件
数は近年、200 件前後で高止まりしている。／企業約 1 万社を
対象に 15 年 12 月～16 年 1 月に実施（回答は 1743 社）し、5
月に公表した調査結果も白書に盛り込んだ。それによると、1
カ月の残業が最も長かった正社員の残業時間が「過労死ライン」
の 80 時間を超えた企業は 22.7％。「情報通信業」「学術研究、
専門・技術サービス業」では 4 割を超えた。……（河合達郎）」
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提となる「存在の自由」である、ということになりましょう。
／◇「存在の自由」とは？／ここで「存在」のありようそれ自
体は人の「性質」「能力」であり、「行為」による形成、「選択」
の対象として考えてはなりません。むろん実際には我々人間は
自分の性質や能力をもある程度は意図的な「選択」の対象とな
し、自己形成への努力をしますが、それには限界があります。
極端な話、我々は出生を——生まれてくるか来ないかを選択の対
象とすることはできません。それどころか先に我々は「大概の
場合、宗教は自由な選択の対象ではない」と論じました。「消極
的自由」の核心、それによって保護されるべきものは、この水
準でとらえなければなりません。そうした水準において人の「消
極的自由」を守るとは、例えばこのようなことです。「信教の自
由」とか「思想・良心の自由」を守るとは、ただ単に「どんな
宗教を信じようと自由だ」と宣言し、実際そのように人々の宗
教活動を放任するにとどまりません。何も言わず、ひっそりと
くらしているところへ誰かがやってきて「お前の信じる神の名
を言え」とか言われずにすむ、ということです。「別に改宗しろ
とかいうわけではないし、どの宗教を信じるかによって差別を
しようというわけではない。ただ単に教えろというだけのこと
だ」と言われずに済む、ということです。ミシェル・フーコー
以降改めて強調されてきましたが、「告白」とはキリスト教の歴
史上、とても重要な位置を占める仕組みです。この仕組みによ
ってこそキリスト教は「個人の良心」というものを救済すべき
対象として捉まえることができるのです。しかし同時にそれは
「個人の良心を重んじる、大切にする」可能性と同時に「個人
の良心に介入し、踏みにじる」可能性にも道を開いていた。で
すから「告白を強制されない」というのは、とても大事なこと
です。存在を無視されたい、というわけではない。本当に無視
されてしまえば、路傍の虫のように気にも留めず踏みつぶされ
かねない。その存在はきちんと認められたうえで、それ以上の
ことについては立ち入られない——「放っておいてもらう権利」
「存在の自由」を保障されるとはそういうことです。……」（稲
葉振一郎「「存在の自由」？」荻上チキ責任編集“α-Synodos” 
vol.202+203（2016/08/22）、Chapter-2として所収。） 
さらに、以下の吉本隆明の「全き自由（完全な自由）」論も参考
になる。 
「『自由』ということについていいますと、ヒトラーのナチス・
ドイツも、ムッソリーニのファシズム・イタリアも、マルクス
主義を国家理念としたソ連も、いずれも、『自由』に対して迷妄
だったなと思うんです。太平洋戦争の反省も踏まえて、そう思
います。そういう反省が、僕にはあるんです。いくら『自由』
を唱えても、そこに迷妄が伴っていれば、それは、薄っぺらな
『善』を唱えることになってしまいます。そういう薄っぺらな
『善』を唱えても仕方ありません。／そうした反省も踏まえて、
現在、僕が『自由』というときの『自由』というのは、『全き自
由（完全な自由）』ということを頭に描いて、いっているわけで
す。『全き自由（完全な自由）』が実現した社会というのは、差
別も抑圧もない社会のことです。それは、個々人がいかに自由
にふるまっても、相手の自由を侵害しないような社会であり、
かつ貧富の格差などが問題にならないような社会です。／そう
した観点からいえば、アメリカ社会だって、もちろん、『全き自
由（完全な自由）』は実現していないわけです。…（中略）…ブ
ッシュがいっている『自由』とか、あるいは『民主主義』とか
というのは、あくまで競争ということを前提としたものです。
だから、競争に勝った者は、たまたまいい目にあえる――経済
的に有利に立ったとか、国家でいえば軍事的に有利になったと
か、大国になったとか、そういうふうに、いい目にあえるけど、
敗れた者は、『お前はダメだったんだから、しようがない』とい
われてしまうわけです。そういう『自由』は、勝者にとっての
み意味のある『自由』であって、本当の『自由』じゃありませ
ん。／ブッシュがいっている『自由』というのは、せいぜい『競
争の自由』にすぎません。でも、国家同士の競争ということで
いえば、各国の置かれている状況は、歴史の発展段階に応じて
違うわけですから、『競争の自由』があるといっても、競争の条
件だって、もともと違うわけです。戦争をすれば、軍事的に優
位な大国が勝者になり、そうじゃない小国は敗者になるという
だけのことです。ブッシュのいっている『自由』というのは、
大国や勝者にとって都合のいい『自由』なんです。」（吉本隆明
『超「戦争論」（上）』アスキー・コミュニケーションズ、2002
年〔11月〕、56～58頁。） 
かつてイヴァン・イリイチが主張した「失業の権利」を敷衍
する都留民子もまた、「存在の自由」の琴線に触れている。 
「…フランスと日本では労働そのものに対する考え方が違いま
す。失業者の運動も、仕事を得るための運動ではなくて、失業
しても暮らせるだけの社会保障を獲得するための運動。その辺
の根本を考え直さないと、今の日本の貧困問題は打開出来ない
とすごく思いますね。椅子取りゲームをしていては企業の思う
壺です。労働者がどんどん競争してくれるから賃金はどんどん
下げられる。派遣労働やパート労働者はこの間増えています。
これは『失業の権利』がないからです。」／「本来は仕事を探せ
というのではなく、まともな、長期の安定的で家族生活が出来
るだけの賃金の仕事を提供しないといけない…、それが職安の
仕事…。それができなければ即、所得保障・生活保護につなげ
るべきです。…社会保障というのは『働かないで食べられる権
利』なんです。フランスでは働かないでも食べられるから、働
く時にはそれ以上の賃金を要求することができる…。」（都留民
子『失業しても幸せでいられる国 フランスが教えてくれること』
日本機関紙出版センター、2010年〔10月〕、74頁、80頁。） 
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